
令和元年度

学 校 案 内
■運動部
　陸上競技
　バスケットボール（男女）
　テニス（男女）
　バドミントン（女）
　ソフトボール（女）
　サッカー
　硬式野球
　卓　球
　剣　道
　弓　道
　水　泳

■文化部
　吹奏楽
　写　真
　美　術
　書　道
　演　劇
　茶　道
　理科研究
　英会話
　軽音楽同好会

　　　　　　　　　　　　　（平成30年７月以降）
●全国高等学校総合体育大会　
　バドミントン　女子ダブルス　　　　　伊藤　日和・厨川　京香　出場

●国民体育大会
　弓道　　　　　少年男子近的個人　　　畠山　祐輝　出場

●全国高等学校弓道選抜大会
　　　　　　　　男子個人　　　　　　　安保　航太　出場

●東北高等学校弓道選抜大会
　　　　　　　　男子個人　　　第５位　安保　航太

●東日本高等学校弓道選抜大会
　　　　　　　　男子団体　　　第３位
　　　　　　　　女子団体　　　出場

●全県新人
　バドミントン　学校対抗　　　第３位　東北新人大会出場
　　　　　　　　女子ダブルス　第２位　厨川　京香・佐藤菜々香
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東北新人大会出場
　サッカー　　　　　　　　　　第２位　東北新人大会出場
　水泳　　　　　女子50m自由形第３位、女子100ｍ自由形第３位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠井　裕代　東北新人大会出場
　弓道　　　　　男子団体　　　第２位　東北選抜出場
　　　　　　　　男子個人　　　第１位　安保　航太　全国選抜出場

●秋田県高校文化祭総合美術展
　写真部門　　　推奨　茂木　優菜
　　　　　　　　推奨　斉藤いぶき

●その他の活動
　第23回秋田県高等学校新聞コンクール
　　　　　　　　最優秀賞　企画賞　割付賞
　　　　　　　　令和元年度全国高等学校総合文化祭佐賀大会参加決定
　第26回秋田県高等学校総合文化祭
　　　　　　　　テーマ部門　最優秀賞　小林　夏綺

　　　　　　　　　　　　　（令和元年６月現在）
●秋田県高等学校総合体育大会
　陸上競技　　　男子三段跳　　第６位　山本　悠太　東北大会出場
　サッカー　　　　　　　　　　第２位　東北大会出場
　水泳　　　　　女子50ｍ自由形第４位、女子１00ｍ自由形第６位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠井　裕代　東北大会出場
　弓道　　　　　男子団体　　　第３位　東北大会出場
　　　　　　　　男子個人　　　第３位　安保　航太　東北大会出場
　少林寺拳法　　男子単独演武　第２位　船木　剛弘　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インターハイ・東北大会出場
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秋田中央交通
新屋案内所
　●

秋田中央交通
新屋案内所
　●

新屋高校までのアクセス
羽越線新屋駅より徒歩24分（1.9km）
バス路線は、秋田駅発新屋線・新屋西線・飯島北発新港線

〒010-1651 秋田市豊岩石田坂字鎌塚77−3
TEL（018）828−5859　FAX（018）828−1962
http://www.araya-h.akita-pref.ed.jp/

学校より太平山系をのぞむ

　雄物川左岸に位置する新屋高校は、太平山を望む豊かな自然環境の中で35年の歴史を
刻む普通高校です。地域活動を通して豊かな感性と適性を高める学習指導・進路指導を実
践しています。

新屋高校での３年間を「自分探し」の最終ステージとし、
充実したキャリア教育を通じて、自主・自立の精神を育みます。

　新屋高校は部活動が盛んなため、
学校全体の雰囲気は明るくてにぎ
やかです。そのため文化祭や体育
祭はとても盛り上がるため楽しく
て充実しています。

（２年女子）

　新屋高校は進路選択を１年次か
ら考えることによって、早い段階
で自分に合った勉強に取り組むこ
とができます。進路選択の際には
先生方との面談があり、生徒一人
一人の悩みを聞いてくれるので安
心しています。       （２年男子）

　新屋高校には、全国大会で勝利
することを目指して全力で励む部
活動が多くあります。互いに切磋
琢磨しながら、学習と部活動の両
立に努めています。

（３年男子）

　理系コースの授業は、大変とい
うイメージがありますが、クラス
の仲が良く、皆で勉強を教え合う
などとても良い雰囲気で勉強する
ことができます。また進路の幅も
広く、自分の将来の夢を広げるこ
とができます。          （３年女子）

　文系コースでは英語や国語の単
位数が多く、問題を解くだけでな
くグループで話し合い、発表する
授業などもあり、コミュニケーショ
ンや人との関わりが持てると思い
ます。

（３年男子）

　教養コースは検定を受けたり、
プレゼンテーションをしたりする
機会が多く、就職する人にとって
最適なコースです。幼稚園訪問や
調理実習もあり、保育士や調理師
を目指す人も大いに学ぶことがで
きます。　　　　　　　（３年女子）

在校生の 声

　◆ 部　活　動



国公立大学（12名） 秋田大（3）、室蘭工業大、弘前大、山形大、秋田県立大（4）、青森公立大、宮城大

私立大学（のべ58名） ノースアジア大（6）、日本赤十字秋田看護大（6）、酪農学園大、札幌大、盛岡大（2）、
東北女子大、東北学院大（9）、東北福祉大（8）、仙台白百合女子大、東北工業大、東北公益文科大、白鴎大、国
際医療福祉大、上武大、千葉工業大、杉野服飾大、玉川大、東京国際大、帝京大（3）、明治大、立正大、大東文
化大（3）、日本女子体育大、東京工芸大、関東学院大（2）、関西学院大（2）

短期大学（のべ28名） 山形県立米沢女子短大（4）、秋田職業能力開発短大、聖園学園短大(8）、聖霊女子
短大(8)、秋田栄養短大(4)、仙台青葉学院短大(2)、東京女子体育短大

専修学校等（のべ53名） 秋田県立秋田技術専門校（7）、秋田県立大曲技術専門校、中通高等看護学院（6）、
秋田市医師会立秋田看護学校（5）、秋田リハビリテーション学院(3)、秋田歯科医療専門学校、秋田社会福祉専門
学校、秋田情報ビジネス専門学校（4）、秋田コアビジネスカレッジ（3）、秋田県理容美容専門学校（2）、東京アカ
デミー秋田校（4）、仙台リゾート＆スポーツ専門学校、仙台ビューティーアート専門学校、宮城調理製菓専門学校、
代々木アニメーション学院仙台校、仙台スイーツ＆カフェ専門学校（2）、仙台子ども専門学校、東京IT会計専門
学校仙台校、仙台大原簿記情報公務員専門学校、柏リハビリテーション学院、東洋美術学校、、代々木アニメー
ション学院東京校、東京動物専門学校、ヴィーナスアカデミー、ESPエンターテイメント東京、服部栄養専門学
校

県内企業（のべ18名） 日本通運仙台航空支店（3）、秋田信用金庫（2）、マックスバリュ東北、日本郵便、
SUMCO　JSQ事業部、六郷小型貨物自動車運送、北日本運輸、秋田中央交通、プライムアシスタンス（3）、マ
リークヮント・コスメティック、中野屋、さわやか倶楽部、ホームテック

県外企業（３名） ファインズ東京、オールフロンティア、東日京三電線

公務員（７名） 秋田市（行政）（2）、秋田県警察(3)、秋田県警察（事務）、北海道警察

　私たちは、地元新屋に根差した学校として地域と
の交流を大切にしています。日吉山王例大祭での神
輿担ぎや、ヤマハゲ、栗田支援学校でのボランティ
アやももさだ海岸のゴミ拾いの他、昨年度より部単
位で参加する「一部一ボラ運動」も始めました。この
ような様々なボランティア活動を通じて、新高生は
地域の皆さんに支えられていると感じると共に、自
分が地域にどれだけ貢献出来ているかを考えること
が多くなりました。また地域の方々との交流は、地
域の方々からの熱い期待を感じ、それに応えたいと

全力で頑張る貴重な時間となりました。
　新屋高校には、大学訪問や県内企業等の見学などの様々な進路行事が
用意されています。日々の学業に取り組みながら、将来の自分について
真剣に考えるきっかけになっています。新屋高校を目指す中学生も本校
の校訓である「自尊・自知・自制」のもとに、自分を大切にし、自分を知
り、自分をわきまえることで、自分の成長を実感してみませんか。全校
生徒一同、皆さんのご入学お待ちしています。

昭和59年（1984年）４月　第１回入学式
　　　　　　　　　７月４日　開校式
平成 ６ 年 ７ 月　 創立10周年式典
平成16年10月 　創立20周年式典
平成21年 ７ 月 　校訓制定
平成26年 ９ 月 　創立30周年式典
平成31年 ３ 月 　第33期生　174名卒業
　　　　　　　   卒業生総数　8,905名
生   徒   数     （令和元年６月20日現在）
　　　　　　　　515名（男子239名，女子276名）
出身中学校数　　42校
職 　 員 　 数　　50名

山下　海斗
（秋田西中出身）

　新屋高校では生徒の自主活動が活発で、日吉
神社の祭典への参加、特別支援学校や幼稚園等
の訪問をはじめ、ボランティア活動や交流活動、
地域教材の研究活動などを積極的に行い新屋地
域との交流を図っています。
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※１メモリは週１時間の授業を指しています。

フードデザイン・
ビジネス実務

より１科目選択

社会と情報
国語総合
（現代文）

国語総合
（古典）

Ⅰ術芸Ａ学数会社代現 化学基礎 育体Ⅰ学数
コミュニケーション

英語Ⅰ生物基礎 英語表現Ⅰ 家庭基礎

現代文B

地理Ｂ現代文B 古典B

地域コミュニ
ケーション

コミュニケーション
英語Ⅱ

英語表現Ⅱ

体育

情報処理体育
スポーツⅡ・
芸術Ⅱより
１科目選択

コミュニケーション
英語Ⅱ

古典B 日本史B 数学Ⅱ 地学基礎

地学基礎
（前期）

数学Ⅱ 数学Ｂ

化学・生物・
地学より１科目
選択（後期）

英語表現Ⅱ数学B
コミュニケーション

英語Ⅱ
世界史Ｂ・日本史Ｂ・
地理Ｂより１科目選択

数学Ⅱ現代文B 古典B

現代文Ｂ

現代文Ｂ

古典Ｂ

古典Ｂ 世界史Ａ

現代文Ｂ
世界史Ｂ・日本史Ｂ・

地理Ｂ
より１科目選択

物理基礎・
地学基礎より
１科目選択
（前期）

物理・生物より
１科目選択
（後期）

化学 体育

古典Ｂ 地理Ｂ 世界史Ａ 数学Ⅲ

政治経済・倫理
より１科目選択

コミュニケーション
英語Ⅲ

数学Ⅱ
芸術Ⅲ・ビジネス情報

より１科目選択

世界史Ａ・
地理Ａより
１科目選択

倫理・政経・
芸術Ⅱより
１科目選択

コミュニケーション
英語Ⅲ

体育

英語表現Ⅱ

数学Ⅱ 数学Ｂ
化学・生物・地学より

１科目選択
（２年後期から継続）

キャリア
プランニング

スポーツⅡ

物理・生物
より１科目選択

（２年後期から継続）

体育科学と人間生活

化学 体育
コミュニケーション

英語Ⅲ
数学Ｂ

英語表現Ⅱ

子どもの発達と
保育・ビジネス

実務より
１科目選択

１年

２年
教養コース

２年
文系コース

２年
理系コース

３年
教養コース

３年
文系コース

３年
理系コース

「自尊　自知　自制」
――自分を大切にし、自分をわきまえ、自分の欲望をおさえる――

校訓（平成21年７月４日制定）

栗田支援学校運動会
栗田支援学校とは年に数回の
ボランティア交流を行い、親
睦を深めています。

ヤマハゲ
「きゃで」をまとい、「ヤマハ
ゲ」に扮装し、地域の伝統行
事の継承に一翼を担いまし
た。

日吉山王例大祭
日吉山王例大祭では地域のみ
なさんと一緒に御輿を担ぎ、
祭りを盛り上げました。

コース制

令和元年度教育課程表

１年 ２・３年
学力の定着＝進路達成のために

教
養

文
系

理
系

私立大学・短大・芸術系進学　専門学校進学　就職

国公立大学・私立大学・短大進学

国公立大学・私立大学進学

学校設定科目
「地域コミュニケーション」（２年）
「キャリアプランニング」（３年）
地域体験型の授業を実施

合格先

30年度 29年度 28年度 27年度 26年度

進　学
大　学 国公立 12 23 16 19 16

私　立 50 55 61 61 56
短　大 国公立 5 1 8 4 3

私　立 22 18 19 26 25
専修学校等 51 48 51 48 58

就　職 県　　　内 21 13 22 27 26
県　　　外 4 4 10 5 4

その他（未定者等） 9 12 8 8 10
合　　　計 174 174 195 198 198

　私が弘前大学を目指したのは、高校１年生
の冬でした。そして合格に近づくため、普段
の授業や定期考査に力を入れ、苦手な教科を
作らないようにしていました。また、私はテ
ニス部に所属していたため、勉強時間を確保
できない時がありました。そこで、休み時間
を上手く使い、自分の勉強時間に活用するな
ど、工夫した勉強方法も実践していました。
　新屋高校には、個々の進路実現をサポート
してくれる先生がたくさんいます。そして、
友情を分かち合える友にも出会える学校で
す。私は、この学校で３年間学ぶことができ、
誇りに思っています。
　中学生の皆さんは、これから大切な高校受
験が始まりますが、努力して頑張ったことは
必ず良い形となって自分に戻ってくるので、
１日１日を大切にしてほしいです。そして、
その先に充実した高校生活が待っています。
頑張ってください。

　私が秋田大学を受験しようと決心したのは高
校２年生の秋頃です。進路の実現のために日々
の授業や定期考査に全力で取り組みました。学
習面以外でも、生徒会執行部に所属していたた
め、新高祭をはじめとする様々な学校行事の企
画・運営や、新屋地域周辺のごみ拾いなどの多
くのボランティアに積極的に参加しました。新
屋高校では、それぞれの進路に向けた対策が
しっかりしており、特に３年生になってからの
毎日の補習など、自分の勉強に存分に集中でき
る環境が整っています。また、面接練習などで
は、先生方がとても熱心に指導してくださいま
す。
　中学生の皆さんには、充実した高校生活を送
るために、日々の積み重ねを大切にして受験勉
強に励んでほしいと思います。そして、進学後
にはぜひいろいろなことに意欲的にチャレンジ
してください。自分の目標を達成させるために
一生懸命頑張ってください。応援しています。

弘前大学
人文社会科学部
社会経営課程

秋田大学
理工学部生命科学科

生命科学コース

齊藤　耀平
（秋田西中出身）

一色　瑠菜
（御野場中出身）

入学式

生徒総会

避難訓練

校内体育大会

生徒会長からのメッセージ

卒業生からのメッセージ

共
　
通
　
履
　
修

月 １年共通 ２年教養 ２年文理 ３年教養 ３年文理

4 面接週間
第1回進路志望調査

面接週間
第1回進路志望調査

面接週間
第1回進路志望調査

面接週間
第1回進路志望調査

面接週間
第1回進路志望調査

5 進路の手引き説明
進路講話

田植え体験
進路講話 進路講話

公務員対策補習
進路ガイダンス 進路ガイダンス

6 文理選択 大学等模擬授業
面接ノート作成
履歴書作成（練習）

7 進路読書
基礎力診断テスト
幼稚園体験活動

基礎力診断テスト
小論文講座

就職説明会
進学対策補習

8 進路レポート インターンシップ 就職対策補習 進学対策補習
小論文・面接指導

9 キャンパス訪問
第2回進路志望調査 第2回進路志望調査 第2回進路志望調査

就職・進学壮行会
評議員面接指導

就職・進学壮行会
出願説明会

10 地域講話
駅伝ボランティア
稲刈り体験

駅伝ボランティア 未内定者助言指導
進学対策補習

11 キャリアガイダンス
ふるさと企業紹介

進路ガイダンス
第1回職業適性テスト

進路ガイダンス ハローワーク主催
合同面接会

進学対策補習
受験特別指導

12 小論文模試
進学対策補習

地元企業説明会
進学対策補習

未内定者助言指導
進学対策補習

1 第3回進路志望調査 第3回進路志望調査
第2回職業適性テスト

第3回進路志望調査 消費者教育セミナー 進学対策補習
大学入試センター試験

2 医療模試 就職準備講習会 私立大学一般入試
国公立大学前期入試

3 先輩講話
校内研究発表会

先輩講話 先輩講話 未内定者助言指導 国公立大学後期入試

サ
ク
セ
ス
プ
ラ
ン

①学習スタイルの構築
予習→授業→復習
のサイクルは「鉄
板」のサクセスライ
ン
＜継続は力なり＞

②自分の可能性への挑戦
自分の適性にあっ
た職業を見つける
＜たくさん調べる＞
夢の実現にあった
コースを選択する
＜たくさん考える＞

①体験活動への参加
外へ出ることで、
自分の世界や価値
観を広げる
＜様々な出会いの
追求＞

②職業観の広がり
なりたい自分、就
きたい職業、必要
な資格、社会で求
められる教養など
を知る
＜将来像の深掘り＞

①進学のイメージづくり
大学や専門学校な
ど自分で調べ、自
分の目で確かめる
＜相手を知る＞
定期考査や模試分
析で強みと弱みを
捉える
＜己を知る＞

②進路意識の向上
志望校を具体的に
定める
＜目標の設定＞
志望校にあった学
習方法を見つける
＜目標の攻略＞

①就職試験対策の充実
求人票から情報を
読み取り、履歴書
を作成する
＜相手を知る＞
試験対策、面接ノー
トと面接練習の充
実を図る
＜己を知る＞

②職業観の深まり
社会における自分
の役割や働く自分
の姿をイメージす
る
＜自己実現を図ろ
うと努力し続ける
強い人間力＞

①進学への意欲の持続
第一志望校に対す
る強い意志を持ち、
学ぶことへの言い
訳をせず、ひたす
ら前進する
＜心身バランスの
維持＞

②受験学力の充実
個別試験に対する
対策を十分にたて、
計画的に学習を進
める
＜自己実現を図ろ
うと努力し続ける
強い人間力＞

月 校　内　行　事

4

前期始業式
入学式
スクールマナー集会
生徒総会
ＰＴＡ総会・学年ＰＴＡ

5 中央支部総体

6

全県総体
サッカー全校応援
第1回定期考査
第1回避難訓練
新高祭

7

創立記念日
インターハイ・野球甲子園予選壮行会
野球全校応援
学習強化期間
オープンスクール

8 課題テスト
校内体育大会

9
生徒会役員選挙
第2回定期考査
前期終業式

10
後期始業式
芸術教室
第2回避難訓練

11 修学旅行（2年）

12 第3回定期考査学習強化期間

1 第4回定期考査（3年）

2 第4回定期考査（1，2年）
同窓会入会式（3年）

3
卒業式
終了式
新入生オリエンテーション

　◆ プロフィール

　◆ 教育課程

　◆ 学校行事 　◆ 新高の進路指導サクセスプラン 　◆ 平成30年度進路実績　◆ 教育方針
年度別の進路概況

地域との交流・ボランティア活動

Ⅰ　基本的生活習慣の確立
　　　豊かな感性を培い、品性を重んじ、自律的に行動する人間の育成

Ⅱ　学力の向上
　　　強い目的意識と高い学習意欲をもち、不断の向上を目指す人間の育成

Ⅲ　特別活動の充実
　　　健康な心身を養い、社会的連帯性と創造性をもち、社会の変化に主体的に対応できる人間の育成

Ⅳ　地域への貢献
　　　地域とともに育ち、地域の発展に資する人間の育成

（平成3１年４月１日現在）


